
01祐天名号書 

長野市智香寺念佛道場 

 

北
陸
の
祐
天
名
号
塔 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝
本 

や
す
し 

  

祐
天
上
人
は
寛
永
十
四
年(

一
六
三
七)

陸
奥
国
磐
城
郡
仁
井
田(

現
在
の
福
島
県
い
わ

き
市)

に
生
ま
れ
、
正
徳
元
年
よ
り
芝
の
増
上
寺
三
十
六
世
を
務
め
、
正
徳
四
年
に
隠
居
、

享
保
三
年(

一
七
一
八)

に
入
寂
さ
れ
た
。
明
蓮
社
顕
誉
愚
心
。 

 

享
保
三
年
、
弟
子
の
祐
海
に
よ
り
目
黒
に
祐
天
の
御
影
堂
が
建
て
ら
れ
、
祐
天
を
開
山

と
し
て
自
ら
は
二
世
と
な
っ
た
。
享
保
七
年
、
徳
川
吉
宗
の
命
に
よ
り
明
顕
山
祐
天
寺
と

な
っ
た
。
享
保
四
年
作
の
祐
天
上
人
坐
像
が
祐
天
寺
の
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

祐
天
書
名
号
の
書
体
は
、
相
撲
の
根
岸
流
、
歌
舞
伎
の
勘
亭
流
や
寄
席
の
橘
流
に
代
表

さ
れ
る
「
江
戸
文
字
」
と
呼
ば
れ
る
太
く
力
強
い
書
体
に
近
い
も
の
が
多
い
。
し
か
し
祐

天
の
書
に
は
細
い
文
字
の
も
の
や
、
草
書
体
の
も
の
も
み
ら
れ
る
。
名
号
塔
に
お
い
て
は
、

署
名
・
花
押
等
の
入
っ
て
い
な
い
も
の
に
は
特
に
注
意
を
要
す
る
。 

 

祐
天
が
北
陸
地
方
に
訪
れ
た
記
録
は
み
ら
れ
な
い
が
、
祐
天
書
の
名
号
が
刻
ま
れ
た
石

塔
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
富
山
県
で
は
九
基
、
石
川
県
で
は
二
十
三
基
、
福
井
県
で
は

七
基
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
墓
標
を
合
わ
せ
た
数
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
確
認

し
て
い
る
名
号
書
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
お
き
た
い
。 

 

02
黒
部
市
生
地 

光
明
寺
跡 

 

十
数
年
前
に
廃
寺
と
な
っ
た
光
明
寺

址
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
花
崗
岩
製
の
自

然
石
で
、
中
央
に
大
き
く
祐
天
書
の
名
号

が
、
そ
の
左
右
に
「
湊
川
」「
■
戸
岩
碑
」

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
祐
天
寺
研
究
室
に
報

告
し
た
と
こ
ろ
、
祐
天
の
名
号
を
記
し
た

石
塔
で
力
士
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
も

の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治

二
十
年(

一
八
八
七)

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
光
明
寺
の
仏
像
等
は
、
長
野
市
の
智
香
寺
念
佛
道
場
に
移
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
昨
年
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
中
に
祐
天
名
号
書
一
幅
を
確
認
し
た
。 

 

03

04
魚
津
市
諏
訪
町 

大
泉
寺 

名
号
書
二
幅 

 

私
は
ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
が
、
祐
天
名
号
書
を
二
幅
所
蔵
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

一
幅
は
布
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
も
う
一
幅
は
一
般
的
に
み
ら
れ
る
祐
天
の
書
体
と
異
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
祐
天
書
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

05

06
富
山
市
梅
沢
三
丁
目 

来
迎
寺
墓
地 

二
基 

 

祐
天
寺
研
究
室
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ

い
た
も
の
で
、
墓
地
内
に
同
じ
形
態
の
墓

標
が
二
基
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
祐
天
の
早
書
き
名
号
が
刻
ま
れ
て

お
り
、
署
名
・
花
押
も
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

二
基
共
に
明
治
元
年(

一
八
六
八)

の
銘
が

あ
る
が
、
石
材
が
異
な
る
の
は
ど
ち
ら
か

一
方
が
作
り
直
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 



07
富
山
市
本
町 

大
町
観
音
堂 

 
富
山
市
の
平
井
一
雄
氏
に
案
内
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
観
音
堂
前
に
四
面
に
名
号
か
刻

ま
れ
た
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
名
号
が
、
祐
天

書
の
写
し
と
み
ら
れ
る
。
延
享
三
年(

一
七
四
六)

の
銘
が
み
ら
れ
る
。 

 

08
富
山
市
東
猪
谷 
宝
樹
寺
境
内 

 

本
堂
前
に
祐
天
名
号
塔
と
徳
本
名

号
塔
と
が
向
あ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い

る
。
祐
天
の
署
名
・
花
押
は
入
っ
て
い

な
い
が
、
安
永
元
年(

一
七
七
二)

の
銘

が
み
ら
れ
る
。 

 

09
富
山
市
婦
中
町
萩
島 

路
傍 

 

光
得
院
か
ら
東
に
二
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
離
れ
た
路
傍
に
建
て
ら
れ
て
い

る
。
祐
天
の
署
名
・
花
押
は
入
っ
て
い

な
い
。
明
治
元
年(

一
八
六
八)

の
造
立

で
あ
る
。 

 

10
射
水
市
立
町 

大
楽
寺 

絵
像
名
号
書 

 

祐
天
寺
の
ご
住
職
と
研
究
室
の
方
々
と
で
、
十
年
ほ
ど
前
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
祐
天

上
人
の
絵
像
に
名
号
を
書
き
記
し
た
も
の
で
、
全
国
に
も
三
幅
し
か
み
ら
れ
な
い
そ
う
で

あ
り
、
そ
の
中
で
も
最
も
大
き
く
立
派
な
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

13

14
高
岡
市
博
労
町 

極
楽
寺
墓
地 

二
基 

 

極
楽
寺
墓
地
に
、
二
基
の
祐
天
名
号
の
墓
標
が
み
ら
れ
る
。 

 

一
基
は
極
楽
寺
三
十
九
世
・
四
十
世
の
墓
標
で
、
早
書
き
名
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
署

名
・
花
押
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
明
治
十
九
年

(

一
八
八
六)

の
銘
が
読
み
取
れ
る
。 

 

ま
た
も
う
一
基
は
一
般
墓
標
で
、
明
治
四

十
一
年(

一
九
〇
八)

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

  

極
楽
寺
で
は
毎
年
正
月
に
、
名
号
を
刷
っ

た
お
札
を
檀
家
に
配
布
し
て
い
る
。
現
在
は

印
刷
で
あ
る
が
、
以
前
に
使
用
し
て
い
た
版

木
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
祐
天
書
の
名

号
で
、
幕
末
の
頃
に
祐
天
寺
で
配
布
さ
れ
て

い
た
も
の
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

16
小
矢
部
市
中
央
町 

大
念
寺
墓
地 

 

墓
地
内
に
み
ら
れ
る
小
ぶ
り
の
一
般
墓
標
で
あ
る
。

一
般
的
な
祐
天
の
名
号
と
早
書
き
名
号
と
の
中
間
の

書
体
で
、
準
早
書
き
名
号
と
称
し
て
お
き
た
い
。
祐

天
の
署
名
・
花
押
は
な
く
、
年
号
も
み
ら
れ
な
い
。 

 

大
念
寺
檀
家
で
祐
天
名
号
書
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る

方
が
お
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
が
、
ま
だ
確
認
し
て
い

な
い
。
墓
地
の
も
の
と
同
じ
書
な
の
だ
ろ
う
か
。 



18
七
尾
市
小
島
町 

西
光
寺
境
内 

 
西
光
寺
境
内
の
墓
地
入
り
口
に
、

地
蔵
と
共
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基

壇
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
本
体
は

角
柱
型
の
凝
灰
岩(
笏
谷
石)

製
で
、

台
石
も
同
じ
く
凝
灰
岩
で
あ
る
。
覆

い
屋
根
が
あ
り
、
保
存
状
態
は
非
常

に
良
好
で
あ
る
。
名
号
の
左
下
に
祐

天
の
署
名
・
花
押
が
み
ら
れ
る
。
右

側
面
に
「
享
保
十
七
壬

子

天
」
左
側
面
に
「
八
月
二
十
五
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
祐
天
没

十
四
年
後
の
建
立
で
あ
る
。 

祐
天
寺
研
究
室
に
よ
る
と
二
十
年
ほ
ど
前
に
調
査
に
訪
れ
若
山
屋
喜
兵
家(

藤
田
姓)

の

石
塔
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
以
上
は
追
え
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。 

 

19

20
七
尾
市
小
島
町 

常
通
寺
墓
地 

二
基 

 

常
通
寺
横
の
墓
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
笠
付
角
型
で
蓮
弁
が
彫
ら
れ
た
台
石
上
に
建

て
ら
れ
て
い
る
。
本
体
は
凝
灰
岩(

笏
谷
石)

製
で
、
笠
と
台
石
と
は
砂
岩
製
で
あ
る
。
覆

い
は
な
い
が
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
早
書
き
の
名
号
で
は
な
い
が
細
い
文
字
の
書

体
で
あ
る
。
名
号
の
上
に
は
大
き
く
阿
弥

陀
の
桂
子
「
キ
リ
ー
ク
」
が
刻
ま
れ
て
い

る
が
、
祐
天
の
署
名
・
花
押
は
み
ら
れ
な

い
。
本
体
の
右
側
面
に
「
享
保
十
七
暦
」

ま
た
左
側
面
に
は
「
壬
七
月
吉
日
」
と
刻

ま
れ
て
お
り
、
西
光
寺
の
祐
天
書
名
号
塔

の
前
月
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

も
う
一
基
は
享
保
一
七
年
の
名
号
塔
の

す
ぐ
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
砂
岩
製
の

角
柱
型
の
一
般
墓
標
で
、
早
書
き
の
書
体
で

あ
る
。
側
面
の
文
字
は
ほ
と
ん
ど
読
み
と
れ

な
い
。
祐
天
寺
研
究
室
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、

「
無
」
の
文
字
の
く
ず
し
方
か
ら
み
て
、
祐

海
の
書
の
可
能
性
が
高
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
祐
海
の
早
書
き
名
号
で
あ
れ
ば
、
極
め

て
作
例
の
尐
な
い
も
の
で
あ
る
。 

 

21
七
尾
市
小
島
町 

宝
幢
寺 

名
号
書 

 

祐
天
寺
研
究
室
よ
り
宝
幢
寺
が
祐
天
名
号
書
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
と
の
情
報
を

い
た
だ
き
、
確
認
に
向
か
っ
た
。 

 

し
っ
か
り
と
力
強
く
書
か
れ
た
名
号
で
、
裏
書
き
も
記
さ
れ
て
い
る
。
年
号
は
入
っ
て

い
な
い
が
、
そ
の
書
体
か
ら
元
禄
年
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

22
羽
咋
市
千
代
町 

大
護
寺
跡 

 

千
代
町
集
落
は
ず
れ
の
農
地
の
一
角
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
花
崗
岩
製
で
あ
ろ
う
か
、

川
石
の
自
然
石
で
摩
滅
が
激
し
い
。
祐
天
の
署
名
・
花
押
は
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

右
側
面
に
「
■
保
七
■
…
■
建
之
」
と
あ
り
、
当
初
は
享
保
七
年
か
と
期
待
し
た
の
だ



が
、
そ
の
後
判
読
困
難
で
あ
っ
た
前
面
左
の

銘
文
の
精
読
「
文
政
十
二
己
丑
十
一
月
十
一

日
／
■
■
■
信
士
七
回
忌
■
■
」
に
よ
り
、

天
保
七
年(
一
八
三
六)

の
造
立
と
判
明
し
た
。 

 

地
元
の
人
の
話
で
は
、
こ
の
名
号
塔
は
以

前
は
現
在
地
の
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
の
位
置

に
建
て
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
、
そ
の
あ
た
り

は
大
護
寺
と
い
う
寺
院
の
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
羽
咋
市
史
』
に
本
多
家
所
蔵
「
西
光

寺
奉
納
円
光
大
師
尊
像
由
来
記
」
が
記
載
さ
れ
お
り
、
そ
の
中
に
熱
心
な
浄
土
宗
徒
で
あ

る
本
多
家
と
天
台
宗
大
護
寺
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

千
代
町
集
落
内
の
路
傍
に
は
徳
本
、
光
導
の
名
号
塔
も
建
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
本
多

家
の
文
書
が
、
浄
士
宗
寺
院
の
無
い
所
に
い
く
つ
も
の
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
謎
を

解
く
鍵
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。 

 

25
金
沢
市
笠
舞
二
丁
目 

笠
舞
地
蔵
尊 

 

地
蔵
十
体
、
文
字
塔
二
基
と
共
に
建

て
ら
れ
て
い
る
。
本
体
は
角
柱
型
で
凝

灰
岩(

笏
谷
石)

製
、
ま
た
台
石
は
安
山

岩(

赤
戸
室
石)

製
で
三
段
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
長
期
間
覆
い
が
無
か
っ
た
と

み
ら
れ
、
文
字
が
や
や
不
鮮
明
で
あ
る
。 

 

名
号
の
左
右
に
「
天
下
和
順
／
日
月

清
明
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
名
号
の
下
に
は
祐
天
の
署
名
・
花
押
が
み
ら
れ
、
蓮
座
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
右
側
面
に
「
三
界
萬
霊
有
縁
無
縁
等
」
左
側
面
に
は
「
為
横
病
横
死
霊
魂

菩
提
」
と
、
ま
た
裏
面
に
は
「
維
于
天
保
五
年
六
月
／
犀
川
浄
土
門
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

天
保
の
飢
饉
の
時
に
犠
牲
者
の
供
養
の
た
め
、
犀
川
浄
土
門
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
浄
土
宗
犀
川
組
は
十
三
ヶ
寺
で
あ
る
。 

26
金
沢
市
中
央
通
町 

法
船
寺
墓
地 

法
船
寺
墓
地
の
無
縁
墓
標
群
内
に
み
ら
れ
る
一
般
墓
標
。
早
書
き
の
名
号
で
、
祐
天
書

の
写
し
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

27

28
金
沢
市
寺
町
三
丁
目 

大
円
寺
墓
地 

二
基 

29
～
32
金
沢
市
寺
町
五
丁
目 

浄
安
寺
墓
地 

四
基 

33
～
37
金
沢
市
寺
町
五
丁
目 

極
楽
寺
墓
地 

五
基 

38
金
沢
市
野
町
二
丁
目 

弘
願
院
墓
地 



 
池
田
紀
子
氏
と
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
寺
町
寺
院
群
内
に
あ
り
、
浄
安
寺

と
極
楽
寺
と
は
隣
接
し
て
い
る
。
浄
土
宗
犀
川
組
に
属
し
て
お
り
、
先
の
笠
舞
地
蔵
尊
の

祐
天
書
名
号
塔
の
造
立
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
十
二
基
の
う
ち
の
五
基
に
天
保
十
五
年(

一
八
四
四)

か
ら
安
政
六
年(

一
八
五

九)

ま
で
の
年
号
が
み
ら
れ
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
相
次
い
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

祐
天
寺
研
究
室
に
よ
れ
ば
、
祐
天
や
祐
天
寺
と
の
関
係
は
確
認
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
全
て
一
般
墓
標
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
祐
天
書
体
の
墓
標
が
建

て
ら
れ
て
い
る
の
は
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
幕
末
の
頃
に
大
円
寺
か
ら
配
布

さ
れ
て
い
た
俊
国
の
名
号
札
は
、
祐
天
の
早
書
き
名
号
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
金
沢
市
内
で
は
他
に
、
東
山
二
丁
目
の
玄
門
寺
か
ら
幕
末
の
頃
に
配
布
さ
れ
て
い
た
甚

誉
の
印
施
も
祐
天
書
の
写
し
で
あ
る
。 

 

39
金
沢
市
野
田
町 

市
営
野
田
山
墓
地 

 

無
縁
墓
標
群
内
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
祐
天
の
準
早
書
き

名
号
を
刻
ん
だ
一
般
墓
標
で
あ
る
。 

 

40
金
沢
市
額
谷
町 

共
同
墓
地 

 

池
田
氏
の
報
告
で
あ
る
。
近
年
の
共
同
墓
地
に
建
て
ら
れ

た
一
般
墓
標
で
、
昭
和
五
十
年(

一
九
七
五)

造
立
。
名
号
の

下
に
は
祐
天
の
署
名
・
花
押
が
入
っ
て
い
る
。 

 

42
白
山
市
宮
保
町 

圓
角
家
墓
地 

 

宮
保
普
光
院
を
開
山
し
た
智
学
は
圓
角
家
の
出
で
あ
る
。

圓
角
家
の
墓
地
に
は
、
普
光
院
開
山
塔
、
圓
角
家
総
墓
、
本

家
墓
標
、
分
家
墓
標
な
ど
が
数
十
基
建
ち
並
ん
で
い
る
。 

 

そ
の
中
の
分
家
の
墓
所
に
、
祐
天
書
名
号
を
刻
ん
だ
墓
標

が
一
基
み
ら
れ
る
。
名
号
の
下
に
は
祐
天
の
署
名
・
花
押
が

入
っ
て
い
る
。 

 

44
加
賀
市
大
聖
寺
鉄
砲
町 

松
縁
寺
墓
地 

 

笠
付
角
柱
型
で
、
本
体
は
凝
灰
岩(

笏

谷
石)

製
、
笠
は
後
補
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
蓮
弁
が
彫
ら
れ

た
台
石
は
や
や
荒
い
砂
岩
製
で
あ
る
。

後
年
の
改
造
と
み
ら
れ
、
状
態
は
比
較

的
良
好
で
あ
る
。
名
号
の
下
に
は
蓮
座

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
右
側
面
に
「
享
保

六
丑
之
五
月
兀
四
目
／
奉
納
西
國
三
十

三
所
順
禮
諸
願
成
就
所
／
加
州
江
沼
郡
大
聖
寺
住
人
根
津
九
右
エ
門
」、
ま
た
左
側
面
に
は

「
光
明
名
号
／
摂
化
十
方
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

松
縁
寺
の
古
文
書
に
祐
天
の
名
号
書
を
賜
っ
た
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
名
号

書
は
現
在
で
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

45
加
賀
市
橋
立
町 

共
同
墓
地 

 

池
田
氏
と
調
査
を
行
っ
た
。
一
般
墓
標
が
一
基
み
ら
れ

る
。
祐
天
の
署
名
・
花
押
は
入
っ
て
い
な
い
。 

 

50
大
野
市
錦
町 

善
導
寺
墓
地 

 
墓
地
の
無
縁
墓
標
群
内
に
、
祐
天
の
書
体
に
近
い
名
号

を
刻
ん
だ
一
般
墓
標
が
み
ら
れ
る
。
善
導
寺
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
八
世
遠
誉
の
書
体
に
酷
似
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。 

 

祐
天
寺
九
世
の
祐
東
は
、
そ
の
以
前
善
導
寺
の
住
職
を

務
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
関
係
か
ら
善
導
寺
に
は
祐
天
や



そ
の
弟
子
た
ち
の
名
号
書
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。
明
和
四
年

(

一
七
六
七)

の
祐
天
五
十
回
忌

に
縁
故
に
配
布
さ
れ
た
大
我
の

利
剣
名
号
・
宝
珠
名
号
な
ど
も
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
下
写
真
。 

 

51
～
56
大
野
市 

大
野
市
深
井
、
北
荒
井
、
下
黒

谷
な
ど
に
、
祐
天
書
体
の
名
号
塔

が
点
在
し
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ

か
に
天
阿(

冠
誉)

の
署
名
・
花
押

が
み
ら
れ
る
。
善
導
寺
十
一
世
冠

誉(

天
阿)

上
人
の
書
で
あ
る
。 

 

57
福
井
市
足
羽
三
丁
目 

法
興
寺
墓
地 

笏
谷
石
採
掘
場
の
す
ぐ
近
く
の

西
山
禅
林
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。

キ
ノ
コ
雲
の
よ
う
な
形
の
笠
が
載

せ
ら
れ
た
石
塔
で
、
祐
天
の
署

名
・
花
押
は
み
ら
れ
な
い
。
右
側

面
に
「
願
以
此
功
徳
／
平
等
施
一

切 

同
發
菩
提
心
／
往
生
安
樂
國
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
左
側
面
に
は
「
文
久
癸
亥
正
改
造
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
文
久

三
年(

一
八
六
三)

に
作
り
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
手
前
に
建
て
ら
れ
て
い
る
灯

籠
の
竿
に
「
■
化
甲
戌
七
月
建
之
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
文
化
十
一
年(

一
八
一
四)

で
あ
る
。

祐
天
名
号
塔
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
こ
の
時
に
建
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
…
。 

58
福
井
市
若
杉
一
丁
目 

泉
通
寺
墓
地 

 

無
縁
墓
標
群
の
最
上
部
に
、
三
面
に

名
号
を
刻
ん
だ
無
縁
塔
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
凝
灰
岩(

笏
谷
石)

製
の
立
派
な

石
塔
で
あ
る
。
正
面
の
名
号
は
義
賢
の

書
で
、
左
面
に
祐
天
の
名
号
、
右
面
は

足
羽
一
丁
目
運
正
寺
の
典
禅
の
名
号
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
署
名
・
花
押
が
入

っ
て
お
り
、
天
保
十
四
年(

一
八
四
三)

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

義
賢
は
北
陸
巡
錫
中
に
福
井
県
内
で
体
調
を
崩
し
、
天
保
十
一
年
十
二
月
六
日
に
足
羽

一
丁
目
の
森
厳
寺(

廃
寺)

で
入
寂
さ
れ
た
。
泉
通
寺
が
兼
務
さ
れ
て
い
る
狐
橋
二
丁
目
の

浄
土
宗
教
会
に
、
義
賢
の
墓
標
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

59
鯖
江
市
上
野
田
町 

路
傍 

 

鯖
江
市
上
野
田
町
と
越
前
市
余
田
町

と
の
境
の
、
野
田
坂
峠
の
路
傍
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。
凝
灰
岩
製
の
立
派
な
石

塔
で
、
正
面
に
大
き
く
祐
天
書
体
の
名

号
が
、
そ
の
左
右
に
「
天
下
和
順
／
日

月
清
明
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し

名
号
の
下
に
は
「
行
者
／
立
信
近
住
」
の
署
名
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
人
物
に
よ
る
写
し

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
保
騒
動
の
供
養
塔
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

60

61
越
前
市
粟
田
部
町 

粟
生
寺 

名
号
書 

 

福
井
県
立
図
書
館
で
閲
覧
し
た
『
古
刹
の
文
化
財 

粟
生
寺
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。

天
台
真
盛
宗
粟
生
寺
に
祐
天
名
号
書
一
幅
が
、
粟
生
寺
檀
家
に
早
書
き
の
名
号
書
が
残
さ



れ
て
い
る
。 

 

67
越
前
市
京
町 

正
覚
寺 

名
号
書 

 

越
前
市
の
北
村
市
朗
氏
か
ら
、
正
覚
寺
の
宝
物
一
覧
の
中
に
祐
天
名
号
書
一
幅
が
記
載

さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
を
い
た
だ
い
た
。
宝
物(

掛
軸)

の
虫
干
し
が
行
わ
れ
る
際
に
、
祐

天
寺
の
ご
住
職
と
研
究
室
の
方
々
、
北
村
氏
と
共
に
訪
問
し
た
。 

 

署
名
・
花
押
が
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、
や
や
違
和
感
を
覚
え
る
書
体
で
あ
り
、
写
し
で

は
な
か
ろ
う
か
。 

 

70
敦
賀
市
阿
曽 

安
養
寺
墓
地 

 

墓
地
内
に
祐
天
名
号
書
を
刻
ん
だ
一

般
墓
標
が
一
基
み
ら
れ
る
。
明
治
三
十

五
年(

一
九
〇
二)

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

71
敦
賀
市
松
島 

專
安
寺
墓
地 

 

池
田
氏
と
調
査
を
行
い
、
墓
地
内
に

祐
天
名
号
書
を
刻
ん
だ
一
般
墓
標
を
一

基
確
認
し
た
。
平
成
四
年
の
造
立
で
あ

る
。
ま
た
祐
天
名
号
書
一
幅
を
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
72
左
写
真
。 

 

73
敦
賀
市
公
文
名 

福
智
院
境
内 

 

池
田
氏
と
の
調
査
で
確
認
し
た
。

墓
地
の
入
り
口
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

祐
天
の
署
名
・
花
押
は
な
く
、
下
の

ほ
う
に
は
六
地
蔵
の
種
子
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
明
和
六
年(

一
七
六
九)

造

立
と
等
誉
代
の
銘
が
読
み
と
れ
る
。 

 

74

75
敦
賀
市
神
楽
町 

善
妙
寺 

名
号
書 

二
幅 

 

祐
天
寺
研
究
室
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
一
幅
は
一
般
的
に
み
ら
れ
る
名
号
書
で

あ
り
、
も
う
一
幅
は
名
号
を
宝
塔
形
に
多
数
書
き
並
べ
た
宝
塔
名
号
と
称
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。 

      



富山県祐天資料  ●名号塔 ◎名号書 ○その他 
０１ 黒部市生地 光明寺(廃寺) 年号なし ---- ◎長野市の智香寺念佛道場へ移動 

０２ 同 光明寺跡地 明治 20年 1887 ●湊川□戸岩碑 

０３ 魚津市諏訪町 大泉寺   ◎布名号書 

０４ 同 同   ◎伝祐天書 

０５ 富山市梅沢３丁目 来迎寺墓地 明治元年 1868 ●一般墓標 

０６ 同 同 明治元年 1868 ●一般墓標 

０７ 富山市本町 観音堂前 延享３年 1746 ●祐天の写し ４面の内 1面 

０８ 富山市東猪谷 宝樹寺境内 安永元年 1772 ● 

０９ 富山市婦中町萩島 路傍 明治元年 1868 ● 

１０ 射水市立町 大楽寺   ◎絵像名号書 

１１ 同 同   ◎祐全書 

１２ 同 同   ◎祐東書 

１３ 高岡市博労町 同墓地 明治 19年 1886 ●当山三十九世、四十世墓標 

１４ 同 同 明治 41年 1908 ●一般墓標 

１５ 同 極楽寺 ＜現行＞ ---- ○名号札 写し 古い版木あり 

１６ 小矢部市中央町 大念寺墓地 年号なし ---- ●一般墓標 

１７ 小矢部市芹川 大念寺檀家   ◎ 

      

      

 

 

石川県祐天資料  ●名号塔 ◎名号書 ○その他 

１８ 七尾市小島町 西光寺境内 享保 17年 1735 ● 

１９ 七尾市小島町 常通寺墓地 享保 17年 1735 ●阿弥陀種子あり 

２０ 同 同   ●祐海書？ 阿弥陀三尊種子 

２１ 七尾市小島町 宝幢寺 年号なし ---- ◎ 

２２ 羽咋市千代町 大護寺跡 天保７年 1836 ● 

２３ 金沢市小立野２丁目 県立図書館   ○名号札(玄門寺印施)祐天の写し 

２４ 同 同   ○名号札(大円寺印施)祐天の写し 

２５ 金沢市笠舞２丁目 笠舞地蔵尊 天保５年 1834 ●天保飢餓供養塔 

２６ 金沢市中央通町 法船寺墓地   ●一般墓標 祐天の写し？ 

２７ 金沢市寺町３丁目 大円寺墓地 安政６年 1859 ●一般墓標 

２８ 同 同 嘉永７年 1854 ●一般墓標 

２９ 金沢市寺町５丁目 浄安寺墓地   ●一般墓標 

３０ 同 同 安政３年 1856 ●一般墓標 

３１ 同 同   ●一般墓標 

３２ 同 同   ●一般墓標 

３３ 金沢市寺町５丁目 極楽寺墓地 天保 15年 1844 ●一般墓標 

３４ 同 同 弘化４年 1847 ●一般墓標 

３５ 同 同   ●一般墓標 

３６ 同 同   ●一般墓標 

３７ 同 同   ●一般墓標 

３８ 金沢市野町２丁目 弘願院墓地   ●一般墓標 

３９ 金沢市野田町 市営墓地   ●一般墓標 

４０ 金沢市額谷町 共同墓地 昭和 50年 1975 ●一般墓標 

４１ 金沢市玉鉾２丁目 玉鉾五仏堂   ◎現水洒寺  現存しない？ 

４２ 白山市宮保 圓角家墓地   ●一般墓標 

４３ 加賀市大聖寺鉄砲町 松縁寺   ◎現存しない？ 

４４ 同 同 享保６年 1721 ● 

４５ 加賀市橋立町 共同墓地 年号なし ---- ●一般墓標 

      

      

 



福井県祐天資料  ●名号塔 ◎名号書 ○その他 

４６ 大野市錦町 善導寺   ◎ 

４７ 同 同   ◎天阿(冠誉)書 

４８ 同 同   ◎祐東書 

４９ 同 同   ◎遠誉書 

５０ 同 同墓地   ●一般墓標 遠誉書？ 

５１ 大野市下黒谷 路傍 明治 11年 1878 ●方誉順良書 

５２ 同 同 年号なし ---- ●天阿(冠誉)書 

５３ 同 同 年号なし ---- ●天阿(冠誉)書 

５４ 大野市北荒井 路傍 年号なし ---- ●天阿(冠誉)書？ 

５５ 同 同   ●天阿(冠誉)書？ 

５６ 大野市深井 墓地 明和２年 1765 ●冠誉(天阿)書 一般墓標 

５７ 福井市足羽３丁目 法興寺墓地 文久３年 1863 ●一般墓標 文久三年改造 

５８ 福井市若杉１丁目 泉通寺墓地 天保 14年 1843 ●無縁塔 ３面名号の１面 

５９ 鯖江市上野田町 路傍 寛政５年 1793 ●本保騒動供養塔 

６０ 越前市粟田部町 粟生寺   ◎ 

６１ 越前市粟田部町 木津家   ◎ 

６２ 同 同   ◎懐中名号書 

６３ 越前市京町２丁目 中善院   ◎ 

６４ 同 同   ◎ 

６５ 同 同   ◎祐天の写し 

６６ 同 同   ◎祐天の写し 正徳太子絵像 

６７ 越前市京町２丁目 正覚寺   ◎祐天の写し 

６８ 敦賀市神楽町 善妙寺   ◎宝塔名号書 

６９ 同 同   ◎ 

７０ 敦賀市阿曽 安養寺墓地 明治 35年 1902 ●一般墓標 

７１ 敦賀市松島 專安寺 年号なし ---- ◎ 

７２ 同 同墓地 平成４年 1992 ●一般墓標 

７３ 敦賀市公文名 福智院境内 明和６年 1769 ●六地蔵種子あり 

７４ 敦賀市神楽町 善妙寺   ◎ 

７５ 同 同   ◎宝塔名号 

      

      

 


